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　担当科目は、「文化人類学入門」、「エスニシティ論」、「社会調査士」などです。

　私自身の研究課題はいくつかありますが、それとは別に、フィールドワーク、文化人

類学、他者理解などに関心のある方は私のゼミにいらっしゃってください。

1．専門演習の目標
　就職及び就職後に必要な論理的考察力、コミュニケー
ション力を見につけること。

2．専門演習で扱う課題と内容
　ゼミ生の希望を聞き、文献購読、フィールドワークな
どなどについて、ゼミを開いた後に、具体的に検討する。

3．授業の進め方・内容
　本ゼミは 4 回生になったら卒業論文を書くことを原則
にする。もちろん、諸般の事情で卒論が書けなくなる場
合は除くが、そのために、＜ 3 回生前期＞文献読解力、
フィールドワーク遂行力の育成、＜ 3 回生後期＞前期に
引き続き、フィールドワーク実践力、＜ 4 回生前・後学
期＞個人あるいは集団によるフィールドワークとそれに
基づく卒業論文作成。

4．必要とする知識
　できれば、原尻の授業に出たことのある方がベターで
ある。また、「文化人類学入門」、「エスニシティ論」な
どの文化人類学関連科目を履修しておいた方がベターで
ある。

5．関連する分野・科目・知識
　文化人類学など、人間理解に関連する学問。

6．テキスト ･参考書・機材（受講生が標準的に持つもの）

　ゼミ開講してから、伝える。

7．独自に付加する選考方法
　なし

8．受講生に望むこと
　やる気のある学生はどんどん前に進めるゼミにします
し、自分なりのペースでやりたい学生はそれなりにやれ
るゼミにします。
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